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1.組織の概要 
 

（1） 事業所名及び代表者名 
有限会社青谷製作所 

代表取締役社長 青谷 好憲 

 

 

（2） 所在地 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町 130 

電話  ：03-3268-5425 

ＦＡＸ ：03-3268-5426 

EMAIL：aotaniss@wmail.plala.or.jp 

 

 

 

（3） 事業内容 
プレス機械による金属加工製造業 

 

 

（4） 事業規模 
創立 ：1953 年月 

資本金：500 万円 

年商 ：3.0 億円 

従業員：20 名 
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2.対象範囲 

 

（1） 認証・登録範囲 

  ・プレス機械による金属加工製造業 

  ・全事業、全組織 

 

（2） レポート対象期間 

・2022 年 5 月～2023 年 4 月 

 

（3） 環境経営活動レポート発行日 

・2023 年 10 月 16 日発行 
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3.環境経営方針 

 

 

 

環境方針 

      有限会社青谷製作所は、業務とする金属加工製品の開発、製造、 

      販売において、環境に与える影響を理解し、地球環境、地域環境の 

      保全、改善を推進するため、以下の環境方針を定めます。 

 

 

１．電気、ガス、水道等を大切に使い、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

 

２．事業廃棄物の削減、リサイクルを推進します。 

 

３．メーカー、取引先と連携し、有害、禁止化学物質の不使用化を進め、 

環境に配慮した製品供給に努めます。 

 

４．従業員すべてに、環境への取り組みについて周知し、教育訓練に 

取り組みます。 

 

５．事業活動において適用される環境に関する法令、条例、法規制等を 

  遵守します。 

 

2017 年 7 月 4 日 

有限会社 青谷製作所 

代表取締役 青谷好憲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営方針 

      有限会社青谷製作所は、業務とする金属加工製品の開発、製造、 

      販売において、環境に与える影響を理解し、地球環境、地域環境の 

      保全、継続的改善を推進するため、以下の環境方針を定めます。 

 

１．電気、ガス、水道等を大切に使い、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

 

２．事業廃棄物の削減、リサイクルを推進します。 

 

３．メーカー、取引先と連携し、有害、禁止化学物質の不使用化を進め、 

環境に配慮した製品供給に努めます。 

 

４．従業員すべてに、環境への取り組みについて周知し、教育訓練に 

取り組みます。 

 

５．事業活動において適用される環境に関する法令、条例、法規制等を 

  遵守します。 

 

2017 年 7 月 4 日 

有限会社 青谷製作所 

代表取締役社長 青谷好憲 
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4.環境経営目標 

 
二酸化炭素排出量において電力の CO2 排出係数は、 
2018 年東京電力の実調整後排出係数 0.496kg-CO2/kWh を使用 

2018年度実績 2024年度 2022年度

環境負荷項目 単位

（5月～4月） 中期目標 目標

2018年度

349を維持
342

2018年度比3%削減

30.5

2018年度比5%削減

201

2018年度比3%削減

205

2018年度

232を維持
232

2018年度比5%削減

29.8

2018年度比5%削減

56715

2018年度比3%削減

57909

都市ガス m3 212

資

源

二

酸

化

炭

素

排

出
量

の

削

減

電力 kwh 59701

二酸化炭素 t-co2 31.46

ガソリン L 349

灯油 L 232

グリーン

購入推進
3件

グリーン購入推進の

積極的な購入

グリーン購入推進

積極的な購入

コピー用紙

削減
枚 5280

2018年度比5%削減

5016

2018年度比3%削減

5121

2018年度比3%削減

215

廃

棄

物

事業系

一般廃棄物
kg 381

2018年度比5%削減

361

2018年度比3%削減

369

水 水道 m3 222
2018年度比5%削減

210

3件

不

良

件

数

の

削

減

製品不良 件数 5件 3件
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5.環境経営計画 

 

都市ガス m3
2018年度比3%削減

205
・ガス溶接からネジ締めにできるものを変えていく。

電力 kwh
2018年度比3%削減

57909

環境負荷項目 単位 環境経営計画

・更なるLED化への変更

・作業効率化の促進

t-co2
2018年度比3%削減

30.5

・作業を効率化し、作業回数や機械稼働時間を短縮。

・意識向上の為の周知と見回りを実施する

水 水道 m3
2018年度比3%削減

215
・製品洗浄における作業効率を上げる

二

酸

化

炭

素

排

出
量

の

削

減

灯油 L

ガソリン L

二酸化炭素

232 ・灯油ストーブの設定台数を維持

廃

棄

物

事業系

一般廃棄物
kg

2018年度比3%削減

369

・5Sと掃除の徹底。

・ウェースの再利用

不

良

件

数

の

削

減

製品不良 件数
・作業完了後の品質チェック担当者からの

　FBの徹底

資

源

コピー用紙

削減
枚

2018年度比3%削減

5121
・ペーパーレス化

グリーン

購入推進

グリーン購入推進

積極的な購入
・さらなるグリーン購入に努める

2022年度目標

島貫

島貫

青谷

島貫

島貫

青谷

青谷

責任者

青谷

島貫

島貫

青谷

3件

342 ・納期をまとめ、配送回数の更なる削減
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6.環境経営計画に基づき実施した取組内容 

 

・灯油ストーブ自体の設置台数を減らし、

　削減に努める

環境負荷項目 2022年度活動計画 取組内容（実績）

二

酸

化

炭

素

排

出
量

の

削

減

電力
・エアコンのこまめな温度設定

・使用していない機械のこまめな電源ON/OFF

・お昼休み等、ライトの全消灯を実施

・エアコン効率UPの為、扇風機を導入

都市ガス
・ガスを使用するハンダ付けから

　ネジ止め化への移行

・ネジ止めの耐久具合を把握

・作業効率も上がりさらに発展がみこまれる。

灯油 ・現状維持

ガソリン ・更なる配送回数の削減と配達ルートの確立
・まとめて配達をする事で、

　運転自体の回数を減らした

二酸化炭素 ・製品完了までにおける作業効率化を図る
・朝礼と終礼時に周知し認識を深めさせる。

・順送型による作業工程の短縮

水 水道 ・製品洗浄における作業効率を上げる ・まとめて洗浄することで、使用回数を減らす。

不

良

件

数

の

削

減

製品不良 ・技術力向上、チェック体制の強化

・作業チェック表を更新

・金型彫刻漏れがないか2重で確認

・製品最後の品物を各工程の担当者がチェックし、

　次工程の担当者に引き継ぐルールを設けた

廃

棄

物

事業系

一般廃棄物
・5Sと掃除の徹底

・個々に雑巾を配布し、拭き掃除等は紙を使わず雑巾で拭

き掃除を行うように実施

・ウェースを購入し、更なるゴミの削減を試みる

資

源

コピー用紙

削減
・ペーパーレス化

・裏紙の利用を徹底

・印刷前に内容に不備がないか確認し再印刷を防ぐ

グリーン

購入推進
・さらなるグリーン購入に努める ・グリーン購入推薦製品の積極的な購入
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営業部 　部長 製造部　工場長 経理

川合　大亮 安田　保 青谷　千鶴子

環境管理責任者
・環境経営目標及び環境経営計画の策定と評価
・環境関連法規等の遵守の確認
・教育と訓練の計画と実施
・外部クレームの受付
・環境経営レポート作成

島貫　寛

Eco Action組織図

代表取締役社長
・環境経営方針の策定及び制定
・経営資源の確保
・システムの見直しと改定
・代表者による見直し
・実施体制の構築

青谷　好憲

作成日　2023年　10月　10日

青谷　寿夫

河野　加菜 青谷　俊雄

本山　起代栄 滝川　勇一

河野　吉隆

🔲🔲　全従業員役割　🔲🔲

①環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
②決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

佐々　律子 福田　裕久

松永 祥子 野濱　卓也

加戸　桂子 竹之下 鎮利

野崎　吉章

柴　航平

寺田  圭佑
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7-1.環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果

とその評価 

 

廃

棄

物

事業系一般廃

棄物
kg

2018年度比3%削減

369
361

資

源

枚
2018年度比3%削減

5121
○

・目標達成

　両面印刷や裏紙の使用を徹底

コピー用紙削

減

グリーン購入

推進

グリーン購入推進

積極的な購入

4860

-

二

酸

化

炭

素

排

出
量

の

削

減

電力 kWh ×
・前年度に対し微増

　ワイヤーカットと冷暖房の使用が課題になる

都市ガス m3 ×

・前年度に比べ使用実績の削減に成功した。

　ガス使用のハンダ付け作業からネジ止めの効果が

　出てきているので、更なる削減が見込める

ガソリン L 342 ○

・目標達成

　現状を維持し、さらなる納期設定を集約することで配

送回数が減りさらなる削減に繋がった

59717

246

水 水道 m3 ○

・目標達成

・まとめて洗浄し回数自体が減った事により

　削減に繋がった。

2018年度比3%削減

215

灯油 L

二酸化炭素 t-CO2

232

2022年度目標 2022年度活動結果

2018年度比3%削減

57909

2018年度比3%削減

205

2018年度比3%削減

30.5

○

×

環境負荷項目 単位 活動の評価

145

292

31.19

205

○

・目標達成

　現状を維持しさらなる使用料の削減に努めた

・更なる作業の効率化と意識改革を

　進めていく必要がある。

・サーキュレータの効果は高かったので、

　設置台数を増やすことにする。

・目標達成。

　ウェースを購入し工場自体を清潔にした。

　また、ウェースは洗い使い回しを実施。

・グリーンマークの製品を積極的に探し購入に努めた。

○

〇

・作業チェックシートを再更新

　確認の見逃しを防ぐ対策を実施

　各工程における作業者と確認者を明確にするルールを

設けた

3件

不

良

件

数

の

削

減

製品不良 件数 3件
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7-2.次年度の環境経営目標（2023 年度） 

 

二酸化炭素排出量において電力の CO2 排出係数は、 
2018 年東京電力の実調整後排出係数 0.496kg-CO2/kWh を使用 

3件

不

良

件

数

の

削

減

製品不良 件数 5件 3件

2018年度実績 2024年度 2023年度

目標中期目標（5月～4月）

単位

電力

都市ガス

灯油

ガソリン

kwh

環境負荷項目

m3

L

L

t-co2

m3

グリーン

購入推進

資

源

枚

二酸化炭素

水道

二

酸

化

炭

素

排

出
量

の

削

減

水

廃

棄

物

事業系

一般廃棄物
kg

コピー用紙

削減

2018年度比5%削減

361

59701

212

232

349

31.46

222

2018年度比5%削減

201

2018年度比5%削減
29.8

2018年度比5%削減

210

2018年度

232を維持

2018年度

349を維持

2018年度比4%削減

5068

2018年度比5%削減

5016

グリーン購入推進の

積極的な購入

グリーン購入推進

積極的な購入

2018年度比4%削減

57312

2018年度比4%削減

203

232

349

2018年度比4%削減
30.2

2018年度比4%削減

213

2018年度比4%削減

365
381

5280

3件

2018年度比5%削減

56715
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7-3.次年度の環境経営計画（2023 年度） 

 

・金型彫刻漏れの確認を徹底

・品質担当者が加工前と出荷前に2度確認する

不

良

件

数

の

削

減

製品不良 件数 3件

・さらなるグリーン購入に努める

環境経営計画2023年度目標

・更なるLED化への変更

・ワイヤーカットにおける作業効率化の促進

・効果のあったサーキュレーターを導入

・ガスを使わない、ネジ止め化への移行をさらに進める

・現状を維持

・更なる削減の為、こまめに調整をする

・配送品が増える事が見込まれるが、

　集約とルートを確立し、無駄が無いようにする

・環境に対する意識づけの周知回数を増やし、

　会社全体に浸透をさせていく。

・製品洗浄における作業効率化

・バレル洗浄における効率化と作業統一化

・5Sと掃除の徹底。

・ウェースの再利用

・ペーパーレス化

・裏紙使用の徹底

資

源

コピー用紙

削減
枚

2018年度比4%削減

5068

グリーン

購入推進

グリーン購入推進

積極的な購入

廃

棄

物

事業系

一般廃棄物
kg

2018年度比4%削減

365

水 水道 m3
2018年度比4%削減

213

ガソリン L 349

二酸化炭素 t-co2
2018年度比4%削減

30.2

環境負荷項目 単位

灯油 L 232

二

酸

化

炭

素

排

出
量

の

削

減

電力 kwh
2018年度比4%削減

57312

都市ガス m3
2018年度比4%削減

203
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8.環境関連法規等一覧と遵守評価 

 

最終改定日：2021年4月17日 作成者 遵守評価者

遵守評価：2023年5月20日 島貫 青谷

①工場設置認可申請 工場の機械数の設置 認可届出 遵守

②公害防止 工場の操業
騒音/振動/悪臭の発生抑制

窓を開けないように努める
遵守

冷凍空調機器の

簡易点検・定期点検の義務化
業務用エアコン 3ヶ月毎の簡易点検 遵守

廃棄時、フロン回収業者へ引き渡し 業務用エアコン 引き渡し時、「引取証明書」をもらう 遵守

廃

棄

物

処

理

新宿区リサイクル及び

一般廃棄物の処理に関する条例

令和元年12月14日改正

決められた日、決められた場所に

有料ゴミ処理券を張って出す
一般廃棄物の排出 有料ゴミ処理券の添付 遵守

※地域住民からの苦情等、過去5年以上ありません。

区分
適用法規

最新改定日
目的及び法的要求 対象 要求への対応

都民の健康と安全を確保する

環境に関する条例

改定日

令和元年7月1日改正

フロン排出抑制法

改定日

令和2年4月1日改正

公

害

防

止

遵守評価
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9.代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

2022 年度の前半はコロナ特需が続いたが、後半になるとそのリバウンドの生産調整が始ま

りました。 

その反面コロナ明けによる市場の回復が見込ましたが、生産調整のリバウンドを考慮する

と全体としては微減しています。 

 

電気の使用量は増えた要因に前年度に導入したデジタル設備の稼働が増えたことが考えら

れる。 

設備のデジタル化は精度が上がり不良率の低下につながり再作業の頻度が減少しました。

この効率を更に高めていくことで来年度に期待できると思われます。 

 

都市ガスに関しては、目標は達成しなかったが使用量は減少した。 

外注加工業者が減少して内製化が進む中でガスを使う頻度が増えている状況であることを

考慮すると悪い結果ではないと思われる。 

 

灯油の使用量は昨年に続き削減された。 

昨年度と同じくストーブの使用頻度を更に減らしました。ストーブの使用を更に減らして

いく。 

 

ガソリンの使用量は昨年に続き減少できた。 

コロナ禍で浸透した WEB 会議などで客先に出向く機会も減少していました。 

コロナが明けて人と直接会う機会が増えると思われるが、WEB を使ったデジタルのコミュ

ニケーションも活用していき車移動の使用頻度を控えていく 

 

水道使用量は目標達成できた。 

これは節水の意識が浸透し、地道に継続した結果だと思われます。 

 

一般廃棄物は徐々に減少方向になっています。 

5S 活動を継続しており無駄が少しずつ減ってきています。 

この活動を継続していき無駄を省いていきたいと思います。 

 

コピー用紙の使用量は年々減少しています。 

客先も含めたデジタル化の促進により更に減少しています。 

社内のコミュニケーションもデジタル化が進んでおり、 
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今年よりインボイス制度が始まるので更にコピー用紙は削減すると予測できます。 

 

現状を踏まえ、社全体で環境に対しての理解と認識を深める為の活動をさらに行っていく。 


